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国鋸製材 tこ於げる薄鋸の使用に就て
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1. 緒 ー一プ」て孟
II 

製材機株は堅鋸楼械rtîl~;liH投峨及指針i機械の 3 f並走)itz: )djlj ずる，]�: iJ '; Ii 1，米るが ， ltk もずiいものは

子:J!C を共のま L 機械化した!笠鋭機枕で， ιえいで・/n1鋭機械が考へられ，情説i機峨は 19 一昨紀の ql

lJiになって宜FiJ化せられたものである。我þli1へは同鉛機枕がーー砕いく $ï'tいて lN問機械と帯知機

械とが玲んど同時に輸入せられた。共の後各機肢の特'1'1:に従ひjミ々の強j土:を主主げたがi!之近に於

ける帯卸機耐の急速なる改良進歩l土我陪I製材事情の特'1'1: と羽 Ifたってj何_:j~:t妥機械として， 1笠fll;

機~!~/li闘機械の位置を!'~?iII/i機同がとって代る椛になった。然しノr.: ら此のIi\Hとあって住i1知機峨 l士

Jl:の有する各障の得貼から宇1I叫j機悦として，又小工場i:L!j~ ける: ìジ必機械として f/，j漸近Ui'.Jな護法

主:ifU与を辿って来て起るこ， :fi:i: L/ti/釧機械は

イ， ifé減が大きい /H1卦;機械が，;作品付投峨によって~l;ωf ~í:i;'1 を子!'~はれたる J，止もてたなる));( /1，1であ

る。今製材工場で71泊使I! Jせらる L ノj 、 :+;IJ IIJ帯卸機.f1~~liM羽織悦とによる均械をよl~i交すれば

J:のmJりである。

品: 日 IJ 斜: !手 i担 i"主
守i- ~1i，c 機械 20-23 B. W. G 1.6-1.2 H: 

同鋸機械 15-16 B. W. G +.0-3.01:( 

ロ，挽 I/Jが比較的少さい 1\ \11;1，，;製材機による製材に於て主M'r:;:;なる均 I/J は山仰の 3 分。 I !'J.

下とせられてゐる。 従って大:問川製材機としては不利で・ある。

ノ、，品:身の泊耗に従ひ'/"Uì~がj主ーって来る /uJ加は存rijÌ'γF る lこ従ひ凶作fが減少するから知的iili

l主，距離が髭化ずる等の;1f]t~，~liがあるにも|掛らや。

イ，資本がか L らない 機械，附回日;fJL Jflli入究，基礎工事先，及品付J'1'(ヵサIllJJjJ ;伊豆椛 1え堅鋭機

中長 i乙上凶之 u乏か iこ康 ífLである。

11 , J[d&が比較的簡単である。

ハ， 11立技術が í'f_TIlliL でめる 凶3;Jif機叫には従米比較的厚卸を使川せる r~ ， t l' IIH. 目立: Il:q~'J:)} Ij 

な技術を必要としたい，従って l剖卸 11立子は製材手が粂ねてゐる心が汗mlである。

等の1IJ，~N;があるが就斗I との責本がか L らないと云ふ事が我隊l製材 lcJt仙Hこ辿1必ずる )jj{凶である c

nモ X';_ffは I: .i必の /ul飢機械の科目.iîからイ三階が将来共我同製材界lこ )!Û~ くべからざるものなるを，巴

ひ木慌の殻j_f l己資せんがf.t， Jtのil止もたき'" \{IÛ(~~， 'i なる強i成のたなる~:~，Iî を改良せんと，.えみたので・
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ある 。 印ちノj、制m国鋸の直f~~ 24, 30 吋のものに釘き l享 20 ， 21 , 23 BWG の為鋸を使用し，歯

型の改善と鋸仕上の遁整とによって先づ)1)、割問鋸に於ける部鋸使用の可能性を確め得たので裁

に護表して各位の斜l日七五を得んとするものである。

2. ~I鋸製材に於ける鋸目立法

乎挽鋸でも機械鋸Ktiきても製材K際し作業の依件に従って鋸K、辿t言及る加工を施すものであ

るが之を鋸の目立と呼んで、ゐる。鋸b目立は手挽と機械挽，縦挽と横悦，及製材肢の撞額等に

よって者しく異t:J.. る。叉同一目的及同じ製融機に於ても挽くべき材及錦自身の1霊類保件によっ

て具お: る。 自[Jち鋭のj享，庄内，鋸歯速度及銃身の材質等により又挽くべき材の樹種，材質，挽

IIJ ， 合水察、，冬季にありでは材の凍結出j係等によ り鋸の目立に泊賞主主考慮が:þJj\ Iまれなければな

らえにい。今国鋸目立の一般を概説すれば次の迫りである。

1. 固鋸の水平仕上

鋸惜の探れ乞去り膨癌，鼎服を除き鋸を員干にする作業である。之は総て?機械鋸に行はれ

るものでるるが鋸の水平仕上を完全に行はないと次に述べる}j民入を適切にするととが/"1-11*主主

い。且逗1卒中樹悼と鋸の摩擦を生じ鋸踏を狂はせその結*製材を不可能ならしめる。園鋸の場

合には共の機能 1::J4'にとの関係が著しい。且再7鋸使用の場合にはとの水王子仕上作業の技術が著

しく困難にたってくる。

2. 匿|鋸の腰入れ

組、ての機械鋸は挽材中 fC脅する摩擦熱に|主!る l歯縁の仲張~z::~J臆する鴻 ， 予象め鶴縁K緊張を輿

へる必要がある。然し宜|際ρ作業として之が不可能で‘あるから反割に釦櫨の或る部分へ仲びを

典へて同じ殺.Woを附興する。此の作業をテ ンシヨンを興へずると云ひ俗に牒入と云ふ。国l í1tiの特

徴は前述の摩擦熱に l主i る外，高速度廻稗か ら生やる遠心力 1，て起因する歯織の伸張である。此の

迷心力に医! る歯縁の伸張量は遠心力が速度の自乗に比例するから従って廻輔教が一定の場合陀

は!ì~粧の自乗に比例する ととから，鋸の中心を離れる量により異左る。叉鋸の消耗K1半ひ仲張

の害IJ合が援化する。他の機械鋸がJJ要入れと， '機械的緊張装置の二つから歯縁に緊張を輿へるに

釘し ， 国i売;は 1!iI KJJ長入れのみに頼ら左ければ友らないのである。従って閤鋸のJJ毘入れは他の機

械鋸陀比し作業が困難な るものと考へられる。且伯[:~n帯鋸使用の場合に於ては菌検の{中張陀よ

る朗動が激しく 3 従って此の際入れの通常と云ふ事が重量さなる要件であり又作業医悶難が仲ふ

とと" ~主る。

3. 鋸ー蘭の調整

挽材lと首つては之K}歯切主主る歯型を作ら友ければたらない。郵貯歯の兵備ずべき一般要1L1:は

( 1 ) 切断力に富むとと る

(2) 歯が也常t:r.. る強さを有するとと。ー

, 



、

e林

切断によって生じた鋸屑の排除の良好なる ととら

(4) 切断削際し鋸身と材商との摩擦熱を生じ友いとと。

等でるるが之等の依件をy~自足す る1.:1作業倹件l亡従って到!f幽却をわ平成する各部分Q/lち幽距，幽
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( 3 ') 

高 ，歯鈎角 s 歯端角，幽背ff:J ，薩"f"tx:並 IL歯振重与を ;油世に司，'ð整しなければなら友い。 例へば切断

力を大にするには歯鈎角を大之 し尖鋭友 る幽型を作るべく ，強力 主主る幽を作るには歯端角を大

にして歯高を低くすれば良く ， 卸肘，)排除をI，~快にする には幽"民間肢を哨大せ しむべく ，切断

に際して摩擦を少くする には薗背ft(~ を少にして歯振を大にすれば良い。然し乍 ら之等の僚件全

部を充分満足せしむる幽却を調製する事は殆んど不可能の ととでるる。従って製材作業の目的

と興へられたる作業僚件 fC.従ひ釦幽各製素の作業成訟に及ぼす怒鳴jを比較検討して共の大さを

決定し左ければ左らない。

更に |園鋸の薗型調製にありでは

鋸の泊耗に従って幽距が説、化するとと。

鋸め泊耗に伴ひ卦i陛i速度が鑓 り従って挽材に|捺して鋭歯の受ける抵抗が襲って来ると

(イ〉

(ロ〉

と。

挽材中鋸歯が織維を切断する方向が鑓化するとと。(ハ)

等の困難が件ふ。特1'LiI.l):銃使用の場合には幽担の池否が拍材成tJl陀及ぼす影響t~とは少か らぎる

も のがるるから之等困難に到しよりその越正を誤らぬととがJJ+裂である 。 我閣製材工場l亡於て

使用せら る L 闘鋸の歯型が依然として栓歯乃至臼歯の域を IJJì:しないのは回錦目立が乎仰jの;域を

i此 lAìい混とは云へ-ïEiJ享鋸使月jか ら昔話型の影響が少かった抵で必らうと j巴はれる。

十辰

1t1，%身と材との摩擦を防ぎ切断を良好ならしめる錆乎出動ijでも機械Ø，lrにありても幽尖を左右に

D日く ， 之を歯援と云ひ，歯尖を交互に附 く方法を按分 ， 苗I尖を出して般]協にする法を股出と云

歯(4 ) 

ふ。 !日|鋸K於ては殆んど後者が使IlJせられて)l:'ない。今振分と t!JX I-Hのニつの方法の得失をg}; ぐ

れば次のi邑りでるる。

振分。使用器具が版i貨であり ， 操作が簡単でやるが歯援を均一に揃ヘるのが困難であ( 1 ) 

り ， 且I設/+'， 1亡上七し耐久力が短い。悲しl兵l鉛にありでは通常釦幽・のl装{端を斜めにfiff落し歯尖

が唯一個でるり歯尖の切込量が雄出の夫lて比し 2 俗のnである。

使用器具が高慌であ り ， 操作が複雑であるが歯振を均一に揃へる事がH\来る外

振分より耐久力が長い ， 腹手p機械の場合l亡於て股H'， iJ~使用され友いのは振分K比較して詮

1 りに多く の力を要する篤であると云はれて尉るが ， それは接出は振分よ り繭援の立が一般

接出(2) 

‘・

に大きい混と繊維を直角に切断する割合が振分より多い混と考へられる。

法

. 鋸の1iff僻l~rc 'l~ってば歯型の正確友 る制整の外lζ

方膳fJff 5. 
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(イ) 1\;;;r9.ミを挽材i乙際し均一なる働きを分権せしめるとと c

(ロ) rJríh{ をm じないとと。
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(ハ) 何千[の l'立度，硬度， I司法， ~ïl}苗Iのj去り及{lff月号量等を適正ならしめて錦歯を焼かざると

と。

等の1ì:ìcJ~が肝要であるが闇鋸にありては鋸歯一枚の切削度童文が帯釦に化し遥かに多いとと i ~\'i 

歯のtJ:'lJ:btの均ーなる分衡を猷く時は卸:の運轄の予付止を失し振動，均 r l! r ， ~日ー胞の狂ひ等の原|司

とたる1.:1以 I二のn~事項が特に必要で・ある 3

3. iiii針の薄針目立方法

結i"ì i亡於て出ぺた如く岡鋸製材機の設住にttせんが局該機の薄~ïiH~IIJ を試みたのである，拾

に云ふWN1úとは従来I!'i搾 30-40 叶に於て)手 15-16B.\司1.G なるに到し'lUILI-，から直径 30 吋

にて)手 20-21 B川1.G 芭係 24 fkJ'にて 21-23 B川1.G 程度に第一 IH~!を置いた本試験の結果

は後辿の泊りにして之が使用 lこ封し附I. i'そ作たが今帯鋸使用に際 L1í~lìi，\J した底の5、日 H立方法を

謹ぶれば次の泊りである。

1. 鋸の水平仕上

鉛のJk"l'f I:J-.方法に就ては特iこ具なる店 l士;1!!~いが Hjt鋸臨!の摂れ膨府鼎脈等が狂ひに導く程度

が!デ(j?I，'} によ七 L 許しく大でdうるからー服部ii桁 lこ水千仕上をしなければなしないが狂の欣態に上

1) 木山及ハンマ{等の、適用 :rì誤つてはならない。鋸を仲ばす101乙は硬い金!ぷが必要で、あり鋸

の凹 trl をたほ寸には木!ぷや軟い定幣が必裂である~\，}を k~;~肢に何1ばしたり市:j;U!J(の凹凸をな lまず

にはドドハンマ{が泊常であり主討を阿方 lこ{'!'ばしたり鼎吹の凹凸をなほすには HII頭ハンマ{

がえm'Ò:;である。而してハンマーのJRさは主として鋸の厚さにより法定 Lなければたらないが

鋸厚 21-23 訴の場合 lこ於ては1.5 ポンド内外のものが趨営で・るった。

2. 錦の腰入

厚鋸に比し幽i縁が前勤し易いからとれを防ぐ1.0に特に腰入を適正にしなければにら友い， JL 

腰入に常つては水平仕上を保たしめる矯鋸の雨而よりの{中ぴ、を;均等にwへる校槌打しなけれ

ばならない此等の操作は薄鋸にまJ しでは非常に難しい技術を要するがとの困難を有nふr! (I'.}か

ら第一国( 1 )に示す様な恒I鋸{'1 1整機を試作して )1jひた f，詰成紡良好ーなるものがあった。)政入

の欣態は第 5 闘に示すものである。

3. 歯型の調整

liíl鋸の歯型は従来抑 7 Jr'i.\Jfこ示す械な松歯，モi歯の械を 11'，てなかったのは前越の通りであるが

此指の使用に'it~:;つては曲目iを向くして歯の加さを哨 L幽の0~，[flVJ を防がねばならない，之lにこ寸l'ド

よふ‘歯!喉股而技のi減成少はI歯室笥ìJl陀宅悦をt公と〈して有制柿Iìびその結県歯J

に基く鋸歯臼悶、E度Eのiか減b成北少州lは士叫止陶闘可却刷刷H円喉，[侯込併tれ判純う4洪iAl を前万へ突!川Piせしめて之之之た干利柿iI山nつた。 向従来行はれて肘る{rJF原!?
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機は千助 11立機('U'} 2 li;，"il) であってl出ιI!の泊iEを則するには優秀な:J':k1>lti を必ずるが Vlill)j LI~;_':

機 c:;} 1 悶)( 2)を使附すれば怖jflLである。

4. 歯振

)\Jj:illl，日使用 i亡際しては腰入を多くする聞係 k歯振の景も比較的犬きくなると考へられるが挽く

べき材の性't'[ C�!�rtJ ，選り速度等;1とより最少限IC止むべきである。幽保完了掛jへる事は薄鋸使

川の場合には特にî'fi:要である。指分の場たには1E献な器具 lこ上るべくc:;'} 4 IJ,iJ)( 3 )向振分

後l亡ー牧一校削除してfIIi正すべきである，叉撹il'1の場合 lてはスウヱ{ジ(捜H日号)，及セーパ

~ 0剣前砕) (第 4[品:i[)( 1 )( 2 )を使IIJ-tると幽振を均一IC1前へるととが/1 1131<: る。 III出:使Jj J

に於ては1m恨のHi~nは収分WtHI1 のイITJALで・も良いが，知!字がlU~ く従ってI出r}i<の荒が少さいから

股11 11 しはその快111たるjまりに 7) そ J必ずろととが終和 l され長問が琵押せらる。

5. 錦歯の研磨

1il，'}の曲尖がj中';liírh を 1[1 心とせるirr[ULI:にあると云ふ習は静i#}使 'IJ の場・介には特に大切である。

:1l:の1.1にはr:Jjli"iJl I::ú:機に依るのが泊?:?である。 T動日立:機 lこ ú'，くる JAJ-合 lζ は研!併に充分た注意

を初Il ひ裂すれば_S:f，'f車rhl亡掛けて加を姐陣せしめて郁げi~!W巨く常てけ前へる。

沼 1 阿
(1 月以[í;l.!l1il l悠機 (2) [r~ 鋸f'r到 r~i _)~:ff\ 

tf~ 2 !(.;r! 
回銘子動Il立機

fU錯国銃器~j白動員立機

u誠一tF!
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第 5 岡

国銀腰入間

直径 30 in 厚 21 B .W .G の

回鋸のテゾジヨソの分布闘

国
銀
日
打
豪

第 4 問

(2) 固鋸用セ戸パ ー(1)闘鋸用ス{ウエージ

薄鋸使用試験成績4. 

歯数に閲する試験( 1 ) 

幽数の種類及官[型

鉱

l吋

1T 
1 

7 
5 

: 1.} 

1 

I " 包

1 

7 
l! 

3 
4 

WI }lti l/oJ! 歯4辰歯2設歯一
享

一銀f歪

H
μ
 

援
枚

72 

90 

100 

蒋
自1

IIt 
30 

72 

90 

110 

20 30 

72 

38 

100 

23 24 

歯数 90 枚の標準歯型第 6 岡

歯j却角吋，歯端角時歯背角時，歯背線直線，歯高=竿設明
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2. 1史川製材1f~及1;1;i辿!立

伏木機械製作所製服1' 1' 1日|州機飢;虫皮υ分 9.000 呪注水装t~あ 1)

3. 11 1，:試村-及f'r;(~H[犯1

民主主川侍林署生花プナ，1'1・ 地~11 ，'i 15 -20 仰の版小制作業

4. 試験方法

I"J-1十一泊康111:の下に於て 1，，]-，)時二1: I こ依り{!é llllの 1 1'，米ない利lJEのなりをか，\:ijflとして製材を行

ぴ飢ーlìJJ (7) {克lIJねに:ïl: n~~jj， 'i断n!I!II \Jと地 TJ" Î ，Ui を ~hJ!lJ した。

九
円
U

J寸
4

ム
」

久μ
川
町

加
M
E
J
U

川
州
市又

M
E
l
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2J 23 

!史 j{íi. 村 íì~ :'4'三
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0.990 

1.20� 

0.951 

久

う〉
32.66 

47.7.5 

37.38 

3.5.03 

,18.00 

32.33 

3日.44

4:3.95 

34.03 

1.443 

1 ，δ64 

1.600 

1.179 

1.533 

1.36� 

ゴす13 本試験成事liからすれば出ilr1jITi Jf;'!に於て

(イ)也f何.<~椛i任~ 3却o 1/. 

に於ても亦f挽抱材能率lにこ於ても f使丘d禿号である。

(ロ) 也{~~ 24 I/ .J到'}J';: 23 評の li !l j;l..ilとありでは歯車( 88 枚のものカ叫

製材能率に於ても優秀である。

( 2 ) 歯振に闘する試験

l. 的振の柿矧及歯ZV1

;fk1 厚|歯 数|歯 関 tm の出 しブJ 歯 lflJ 

吋 2番1 742 女30 普 通 商数の試験の場合

90 " " と同様のものとす
110 " " 
72 援 出 ゴ品也 jill 第六l閣参照

90 " " 
]10 " " 
90 綴 i il l l I " 

110 " 三枚毎に歯J反{Li さず

1 iO " 二枚停に歯jlÆlU さず
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2. 使用製材機及釦速度

秋木機械製作所製!血抑困鋸機 鋸速度毎分 9，000 ~尺注水装置あり 。

3. 供試材及作業店類

員室川 J若林容生産:ブナ材 挽幅 15-20 艇の板ノj、制作業。

4. 試験方法

同 _I-.

5. 試験成績

銀 径|鎚
3H0 4 2話1 : 

厚|歯数|街
7枚2 t反
90 

110 

72 援

90 

110 

9(1 

援| 古書振 の 出

分 普
11 11 

11 11 

1:1:'. ゴ民也l 

11 11 

11 11 

11 11 

し ' 方

遁

j毘

110 '1 三枚俸に直言振出さ ず

110 11 二枚f廷に歯振出さず

‘ 考察本試験成結からすれば

(.Q ) 幽振がtJ.足分より殴WIの方が一般に成績が優れてゐる 。

(ロ) 薩i数 110 ' 枚Kありでは振分の方が成績が良い。
@ 

iiD 

|耐久度 ぬ材能率 , 

30分.44 
π12 

0.983 

44.19 1.017 

41.28 0.999 

32.66 0.999 

47.75 1.2咽7

37.38 0.961 

壬7.75 1.203 

51.57 1.175 

40.97 1.287 

(ハ ) 菌数 110 );え 140 枚の場合幽振を本試験の様友特殊在方法に依ると 90 .f.えのものに劣

らぬ成績を示した。

( 3 ) 歯型に闘する試験

1. 幽 lfi! 

暮雲 |鋭i 径 l 鋸 !手 | 歯 数 | 樹 根 | 歯 型 | 歯鈎角 | 樹端角|樹 一I内伺1ー

H寸 ( 7枚2 ;1 5長 分 | 第 8 問 | 2MF 1 43f |
lum 

30 8.1 

2 24 23 72 1/ | 第 9 脳 I )5-20 I 47-42 I 8.0 

3 30 21 90 出 | 第 ]0 附 | 20 45 9.5 

4 1/ 11 110 " |第 11 闘 | 20 45 8.0 

11 " 140 11 l 第 12 岡| 18 6.5 

歯型の説明

(イ， ) 幽を丈夫Kする錆薩i鈎角を標準よりノj、さくし且1翁鈎irJj~の直線部を短くして歯高の高い

{IÖç恥をキ[11ふ。

L ロ) 歯の切味主惑くしないt.t幽端角を /J、さくす。
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詰~11l段町枝~大きくする;gi~l題底;fjj( を延長し且繭[背紘を盛らや幽高を可久的高くす。

m 7 岡第 10 悶

第三十九放ん
問

4
 120 

(ハ)

ー'戸可?で吋
間J2 第間8 第

慰12 間日第

使用製材機及釦i辿度

秋木機械製作所製腹手IP 1Iil鋭機

3. ~供試材及作業種類

山崎皆林署生産床板ノj、制作業

指毛管林署生産床板及挽客IJ ノj、制作業

大曲替林署生産 11 . c試験存枕 1 ， 2 HID 

民室川澄林署生産 税帆 1 5 ~~板ノj 、制作業(試験番批 3 ， 4, 5 ~虎〉

手11悶管林署生産 }*~i茨及挽詩IJ /J 、制作業

4. 試験方法

鋸速度毎分 9 ，000 ~尺注7k装世あり 。

2. 

イス

プナ

ナラ

シヒ

;
5

一

j
ω
M
M

一

一
一
一
一

一一
一

挽材能率

江戸

0.563 

0.809 

0.484 

1.281 

久度
r、

.IJ 

32.50 

40.81 

-11.59 

32.98 

耐

ス

ヒ
ラ
ナ

、、，

樹種

イ
シ
ナ
プ

ーと
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3 

72 23 

21 , 

24 

30 

鋸

試験成績

同

試験番銃

2 

5. 

ノ
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本試験成績か色すれば

(イ〉 直径 30 11寸及直佳 24 [1寸厚 23 呑 21 蒋の 11\1錦は歯数従来の 72 枚、歯振が振分のもの

でも簡型の改良に よ りイス シ ヒ ナラ プナ等のIJ、割作業に使FIì出来る。

(口) 直何 30 1Iす厚 2 1 希の国鋸に於て歯数 90 ， 110 ， 及 140 ï伎にありでは夫A幽教に埴膝

した歯型により成t去を良好念らしむるととが出来る 。

(4) 園鋸の腰入量と挽材成績の関係

1. 供:試鋸及IJ妥入量

鋸 径| 銀厚 | 歯数|歯振|鋸法度 | 腰
2吋4 2者3 : 8枚8 援山 8.500!尺I
30 21 90 /1 

1/ " 11 1/ 11.000 

40 J8 90 按 分 8.500 

" 1/ 11 " 11.000 ¥ 
盟ー

2. 使用製材機

入 量償舗に針L) I 備
mm  1/ 

。 0.5 1.0 1.5 

。 0.5 ] .5 

。 0.5 1.0 1.5 

。 0.5 1.0 1.5 

。 0.,) 1.0 1.5 i 

秋木機械製作)iJî製jJ友抑困鋸機 J二部振止及注71"<装置あり 。

3 . 。主 試 材

サハグルミ材(f火町替林局湯様佳林署生産〉

陸上貯材挽幅 15 糎材長 2.1 米

4. 試験方法

苦言

同一製材僚件l亡於て鵠曲の出来ぬ程度の港りを以て挽材しその]E I床鋭臨時fH1 を調査し一枚;

の鋸断時聞を比較す。

5. 試験成樹(挽材成松は l 枚の錦断時flUで秒と す)

, . 

銀 厚 |銀速度 | 腰入赴 o I 駿入 泣 0:5 I 般入 量 J . O I 腰入註 ] .5 

n-1 ζ「まBJ "尺 秒 秒 秒 秒
24 23 8.500 。d リ~ 1� :j，~ギJレ

30 21 11.000 J9 
rUi)レ

J�-18 14-1� ]3-14 
幽 Jレ 幽 Jレ

f! 8.500 18-~3 11-13 11-12 8-]0 
借 Fレ

40 18 11.000 15-16 13-.15 ]0-11 ]0-12 
曲ノレ

" 
)/ 8.500 19 11-12 12 12 

幽 2レ. 
考察 以上の成績に依れば本試験の鵠材{劇牛の下に於ては

(イ〉 直傑 40 叶厚 18 呑の国銀aの脱入量は鉱速度 1 ， 1000 吠の場合は 1. 0- 1.5 粍 ， 鋸速度

8 ， 500 吠の場合は 0.5- 1.0 粍にて良く ， 鋸速度は 8 ， 500 吠 iとて支障が書店い。

( ロ) 也筏 30 11寸厚 2 1 帯の凶鋸の)J史入量は鋸速度 1 ， 1000 択の場合は 1. 0ー1. 5 粍 ， 銘速度

8， 500 択の場合は 0.5-1. 5 粍にて良く ， 銑速度は 8，500 吹 l亡て支障が創作、 。
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(ハ〉 直径 24 吋厚 23 苓の凶鉛は鋸速度 8.500 吠陀て JJ要入金は 1.0 粍内外が泊首である。

( 5) 園鋸の薄鋸使用の効果試験

直結，~ 30 吋厚 21 芥の回鋭と向 17 稀のl副鋸及!享 23 芥のテ { フ、ル帯錨と製材能漆及製材歩

止を比較せる底失の泊りでる る 。 向本試験施行κ首り御配慮をl助りし米内滞替林器及メL美製材

所の闘係各位に謝意を去す。

1. 供試鋸

銘 男1] 銀 径 鋸 !~ タ』 速 度

3I0 lJ 2番1 
1尺

図 銭信 10、 000

11 11 17 " 
テ 戸プ Jレ 手持銘 riJ 4 23 12.000 

2. 使用製材機

秋田勝北秋白芳[1前回村阿仁前日 1 ，メL美製材F!)Í'Í捕手j' ， JJ財i1 lu闘機， 44 [1.1'テ{フザル帯鋸機 ， 秋

木機械製作所製。

3. 供試材

数

積

直

本

材

側i 考

M長 J 2 )辻 樹極スギ

前田村 附近護 材

4. 製材製品の寸法

幅

j手 (寸〉

材長()辻)

備 4巧4司

5. 試験方法

以上の製材の依1LI二の下 I 'C於て武地陀製材を行ひ錨の挽材耐久度 ，挽材能率，}え製材歩 l上 を

制在した，製材歩Jl~~-I' ~;rの丸太材杭は現在のm材規絡に依ら中。木材班怖に依る。

6. 試験成績
• 

銀 別 |銭 厚|銀耐一久市時町1111 [E毎分材挽能面積悠; 1 製品 歩止 1 鋸 府|陵 初

番 77分.32 m' 6 4ラ.48 209.6 8 14タ.44 
図録 17 2,544 

" 21 47.78 1 ,957 72.2 11.6 16.2 

テ込 [ フ、ノレ
23 24.85 3 ,292 76.2 8.4 15.4 

者? 鋸
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考察以上の試験成績に依ると 2 1 番の園鋸はノj、樫木の資材に於ける製材に於ても 17 帯より

製材歩止が 7.2% 高く，鋸の耐久時間及鵠材能率に於ても置用上支障が無い。

23 呑のテ戸 フツL帯鋸と 2 1 呑の国製とを比較すれば製材歩止及挽材能率K於て劣るも鋸の耐

久時聞は佼れてゐる 。 賞用上テ{ フマル帯鋸のイ't用として小径木の資材修於ける製材には採用

可能と考へられる。 ヨたに鋸厚 15 呑と 2 1 呑の場合の板子の犬さ，製r日厚に依る製品の採れ

る枚数を参考に拍ぐ 。

荻 厚 同一下-'-1両1
3分 | 1F| 8枚

20/1 1 
枚

19 

11 
/1 21 9
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。
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;;枚 |
60 

枚
51 

53 

33 

3� 

2.5 

27 

とれに依ると板子が大きい場合，製品のj享が薄い場合には特K鋸厚を考慮する必要があ る 。

5. 国鋸用目立器具の改良及試作

IHI銀製材技術の向上並に滞鋸使fl'J上の佼宜から次の目立器具類を改良並に試作した。

1. 固鋸仲整機(首地試作第一闘(1)参照)

使用方法は鉛の中心孔を移動可能の鋸受l何|へ納めロ{ルが腰入する位置にある様に加減し

てロ ー)l..を ~JIJへる。

ハンドルにて)J梨入を調節する。

j煤入は雨面から均等に行ふ。

普通は金敷とハンマ【でJ)妥入を話す。

・ 2 . 固館一自動日立機(第 1 闘の (2) 参照)

使用方法!'Ì鋸の中心干しを移動可能の鋸受軸lζ納め歯型カムを趨賞のものを使用して研磨ナ

る。普通は乎劫初'fl発機(第 2 岡〉叉は牛手{動研磨機を使用する 。

3. 帯鋸園鋸銑用自動目立機(首地試作第 3 岡参照)

使用方法は!fJl ý!請の場合と帯鋸の場合同様であるが鋸抑へ及歯型カムを取替へる。

4. 国鋸用スエ 戸 ジ及セ ーパ 戸 C(宮地試作第14 圃の (1)及 (2) 参照)

使用方法は幣鋸のと同様である。

務過は日十丁肇及振分器を使用する 。

3. 日打葦の金敷角度(芭でi也試作第 13 極l参)llO

日打蓋の金娘、f-{.j度は鋸の厚さにより適否があり且金敷の固形のものにありでは歯娠を両副
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から均一に ~JI，すに操作が困難で・ある事から種々の角度の直線の金放を試作した。

号制て鋸厚と金敷の角度の適合開係を掲ぐ

20-23 17-18 15-16 厚‘(呑)鋸ー

25 20 10-15 度角敷金

ハンマ{の重量(首地試作第 14-16 f，f~l参加)6; 

目打ハンマ~，同頭ハンマー，及十字ハンマ戸等は作業上鋸!引とよりその重量を異にする

方が埴切である事から種々重量のハンマーを試作して各々鋸厚IZ:泊したものを使用してゐ

る。弐i乙ハンマーの重量と鋸厚の趨合闘係を描ぐ

20-23 17-18 15-16 (番)厚鋸

200-150 250-220 250 日打ハンマ~(瓦)

jj打ハンマー第 14 岡日打芸の金残角度

/5 

zρ 

第 13 附

7.s 
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第 17 図上部振止.業用安全装置

鋸 厚一一( 番 ) 15-16 17-18 

国頭ハンマー一(ポンド) 2.0 2.0-1.5 

十字ハンマーー一一(ポンド) 2.0 2.0-1.5 

7. 上部振止完走用安全装置の使用(第 17 岡参!1の

20-23 

1. 5 ー1.25

1. ヲー1.25

l�5 

薄鋸の使用上特;乙直俸の大きいものを使用する場合には上部振止を使用する方が成績良〈

叉とれに安全装置を併用する装置があるが(一般には飴 1) 使円j されてゐた:いが)とれの使

用 l亡上り危険防ll:;にも完杢である。

。 φ士

・ ;r.日

1. 直径 30 吋厚 20.21 番及也倖 24 吋 23 番の困鋸の薄銘はノj、割作業に充分貰用 1'[供せられ

る。

2. 鋸厚 21 及 23 呑の鋸が置用 1'[供せらる L とすればノj、割用帯鋸の代用となり従来の 15

16 番の鋸より挽減が 3 分の l となるとと。

3. 固鋸の歯童文は従来は鋸の厚さに関係無く 72 枚のものを使用せられてゐたが 20-23 番の

様に薄いものにありでは 90-110 枚のものが適嘗である。

4. 歯振は従来は振分を使用せられてゐるが薄鋸の場合には援出が成績良好である。

ヲ. 歯型は従来の様友ものより本試験の歯型が成績良好である。
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6. 但し白l錯は使用 lこ従ひ直佳が少さくなるから飽距が失第K少さくtr.るととにたる，それが

震蛍初あまj) J題教の多いものを使用するととが出来ないーその意味からも歯数 90 枚が趨営

でるる s 而して直径の減少t亡作ふ歯距の/)、さく伝った吠軌を補ふ方法として弐の方法があ

之。

イ，幽型を本試験の棋に改良するとと 。

ロ，幽振を本試験の棋に工夫するとと 門

7. 厄l鋸の直純 30， 24, 40 吋厚 1 8-23 君子jrCè;!うりて錦速度毎分 8 ，500 択が支障が無く，而し

てとの錦速度に於ける朕入iJ::は鋸牛伎に封し 0.5-1. 5 粍が油首である。

8. I且l鋸の日立投術向上の1言及到j銃使用の需主記目立者器具類を改良試作 して使用の鹿成績良好ー

である。

イ，恒|鋸IfJ1l11整機(試作〉

ロ ， Ihl~r.i白動日立機(試用〉

ハ，帯鋸園鋸銑用自動目立機 (試作)

ニ， 11M活用 スウエ { ジ及シエ ー パ ー (試作)

ホ ，円打益の金敷 (試作〉

へ ， 各加のハンマ ~ (試作)

ト ，上部振止(試用〉

d' 
ヲ

. , 
F 

'・

. 、 τ e
b 

白一
・.. ,‘ 、?




